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◇富山大学生涯学習推進懇話会
日時　平成 30 年 3 月 7 日（水）9:57 〜 11:41
場所　富山大学事務局　中会議室
主催　富山大学地域連携推進機構生涯学習部門
趣旨　富山大学生涯学習推進懇話会要項に基づき、学外有識者から意見を聴き、多様化・高度化す
る学習状況や地域のニーズに対応した効果的な学習事業を提供し、生涯学習事業をより円滑
に推進するとともに、その実施状況について評価を受けるため開催する。
出席者
委員
菊池　政則　（富山県教育委員会生涯学習・文化財室長）
山﨑　弘一　（富山県民生涯学習カレッジ学長）
中西　　彰　（富山県生涯学習団体協議会会長）
松井　治伸　（日本放送協会富山放送局局長）
中道　文夫　（富山市市民学習センター所長）
水野　　清　（北日本放送（株）常務取締役業務本部報道制作局長）
㔟藤　和弘　（（株）北日本新聞社取締役編集局長）
富山大学
遠藤　俊郎　（学長）
鈴木　基史　（地域連携推進機構長　理事・副学長（地域貢献担当））
森口　毅彦　（地域連携推進機構生涯学習部門長）
藤田公仁子　（地域連携推進機構生涯学習部門副部門長）
仲嶺　政光　（地域連携推進機構生涯学習部門准教授）
佐々木秀樹　（研究振興部長）
石塚　久博　（研究振興部社会貢献課長）
綿谷　　浩　（研究振興部社会貢献課課長補佐）
森本　直幸　（研究振興部社会貢献課係長）
針山　美佳　（研究振興部社会貢献課係員）
１．開会の辞
　富山大学地域連携推進機構の生涯学習部門長、森口毅彦氏より、以下の挨拶があった。
　地域連携推進機構生涯学習部門は、昨年度、20 年の節目を迎え、本年度はさらに 10 年、20 年と
歩んでいくために大切な年となる。そのため、良き伝統を引き継ぎながらも新しい方向へと向かう
ための改革を行っており、委員の皆さまのご意見は改革を進めるための大きな力となっている。今
日の社会は価値観の多様化に伴い、ライフスタイルに応じた生涯学習の場が求められるようになり、
生涯学習はますます多様な役割が期待される。その中で、当部門が時代のニーズに即した形で地域
に学びの場を提供できるよう、積極的な活動を展開していきたい。ついては、より一層充実した活
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動に向けて、委員の皆さまから忌憚のないご意見を賜りたい。
　続いて、遠藤俊郎学長より、以下の挨拶があった。
　生涯学習のありようは大きく変わっている。最近は、１億総活躍社会で経済優先の人材育成に
なっており、本来的な人材育成ではなくなっているように思う。私は大学改革を進めているが、今
は新しい物を作るよりも、物を使う時代になってきて、そのうち人が物に使われる時代が来ること
が懸念される。その中で人の価値観や生き方が問われている。まさに生涯を懸けてどう生きるのか
を探究していくことが生涯学習なのだと思う。皆さまの力をお借りしながら、富山大学の生涯学習
も成長を続けていきたい。
２．出席者の紹介・資料確認
３．座長選出
　富山県民生涯学習カレッジ学長の山﨑弘一委員が座長に選出され、挨拶があった。
４．議題
（1）平成 29年度生涯学習部門事業・活動報告について
（2）富山大学生涯学習の在り方についての評価と提言について
　議題（1）において、森口生涯学習部門長より、生涯学習部門平成 29 年度事業の概要について報
告があった。
　続いて、仲嶺准教授より、公開講座の実施状況とオープン・クラスの受講生アンケートの結果報
告、「富山大学と富山県立小杉高等学校との高大連携事業」「北陸 4大学連携まちなかセミナー」「生
涯学習ワークショップ」「富山大学の研究を 5時間で学ぶ講座」の実施報告があった。
　藤田生涯学習副部門長より、「富山大学サテライト講座」の実施状況、講師紹介等の実績、「生涯
学習部門受講生オープンサロン・アカデミールーム」について説明があった。
　森口生涯学習部門長より、「富山大学市民講座 2017」「キャリアデザイン講座」の実施報告と、平
成 30 年度事業計画について説明があった。
　議題（2）において、各委員から富山大学の生涯学習全体の在り方について、評価と提言が述べ
られた。
５．閉会の辞
　地域連携推進機構長、理事・副学長の鈴木基史氏より、以下の挨拶があった。
　生涯学習部門では、富山大学に存在する知恵をなるべく出して、皆さんを飽きさせないような科
目をそろえていきたいと考えている。大学で学ぶことの意味を考える講座や、教養教育の経験のあ
る世代に対するアプローチに関する意見があったが、生涯学習の在り方についてもこれから考えて
いきたい。われわれは、地域の課題をビジネスで解決する授業を社会人相手に取り組んでいるが、
そういった人たちに大学の授業で話してもらうと、学生がよく聴いてくれる。そうしたアクティブ
ラーニングは、地方創生に良い影響を与えるという分析もある。この好循環を生かすことも含め、
富山大学にしかできないことをこれからも追求していきたい。
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意見交換
（1）平成 29 年度生涯学習部門事業・活動報告について
（中道委員）　公開講座の「開設時間」は時間数で書いてあるが、回数は何回なのか。講座は、同じ
曜日回りで開催されているのか。
（大学側：仲嶺）　おおむね 1時間半で 1コマと換算している。講座によって 1週間でやる場合も、
半年近くかけてやる場合もある。
（大学側：藤田）　公開講座は講師の都合によるところがかなり大きい。なるべく毎週同じ曜日に設
定したいが、講師の先生は忙しいので、先生に合わせて 2週空いたり、月 2回というケースも
ある。
（中道委員）　われわれ市民大学では、50 ～ 60 代の受講者が減ってきている。5～ 6 年前から 300
人ほど減っているが、そのほとんどが 60 代の女性である。逆に、70 代では少し増えている。
要するに、新規の方々が入っていないのである。大学の公開講座でも、去年を見ると 60 代が
20 ～ 30 人減っており、そのまま全体の数字を下げている。大学では、何か分析をしているか。
（大学側：藤田）　講座の時間や内容については、継続した学びをとても大切にしている。一つの講
座を学んだらさらに詳しい講座というふうに、次のステップに行ける講座を設定しているので、
そのときに口コミで新規で集まってくることもある。だから、リピーターは大切にしつつ、そ
こでまた新しい方を呼び込むこともある。
　　　広報について思うのは、こちらが冊子や新聞の折り込みなどいろいろな形で流しているのだ
が、全国的な週刊誌に体験講座が 1本出ただけで口コミで広まって、県外から受講者が来てい
る講座もある。だから、全体的な要因よりも、一つ一つの講座の質と、シーズとニーズの提供
との関係もあると考えている。
（中道委員）　オープンサロンの利用率はどうか。
（大学側：藤田）　私たちも誰が入って誰が入っていないかは本当に分からない。ただ、授業を開講
している期間はオープン・クラスが開講しているので、やはり稼働は相当高いと見ている。電
気がついているかどうかで分かる面もあるので、固定というよりもいろいろな方に利用してい
ただいている。サロンが 1スパンの研究室ぐらいのスペースで、冷蔵庫や本棚、机がある程度
だが、アカデミールームは 2スパンぐらいで、食事したり、語り合ったりして、ゆったりと過
ごしていらっしゃる。その間に私たちの研究室が二つ挟まっている。午後になると電気が結構
ついているので、利用率は定着してきたと見ている。
（中西委員）　新設される都市デザイン学部の狙いと、従来の学部との関連について聞きたい。
（大学側：遠藤）　本学 9番目の学部であり、「人々が生きるあらゆる場所・場面となる『都市』を、
安全・安心・快適で夢溢れる形に具現化（デザイン）し、協働そして実現を目指す学部」である。
教育・研究対象は、原子・分子のナノメートルから地球・宇宙へと広がっていく。パンフレッ
トの写真では、私は恐竜とロケットの絵を持っている。地球の原点ともいえる恐竜から、将来
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的には地球を飛び出して生活しなければならない時代が来るかもしれないということで、両方
を持っている。
　　　3学科からなり、理学部にあった地球科学科が地球システム科学科として移動し、工学部の
アルミ等の材料工学の部分が材料デザイン工学科として入る。そして、全く新しい学科として
都市・交通デザイン学科を設け、二十数名の教員を新規採用する。新規採用教員はかなりいろ
いろ課題があったが、他学部の教員数を減らして異動させることにより、全体の大学教員数は
変えない形で、新学科に新しい教員を集約した。
　　　この 3学科のつながりにはいろいろな意見があると思うが、パンフレットの 4ページからは、
新しい 3学科のメンバーが「富山の持続可能な社会づくり」をテーマにいろいろと意見を書い
ている。それぞれの学科の特徴や意図がここから読み取れると思う。
　　　5ページの下に「富山大学全学連携」と書いてあるが、最終的には富山大学全学部、つまり
医療から介護、薬学的なもの、経済学部や人文系も含めた全学で、富山を舞台に新しく生きる
まちをつくろうというコンセンサスを持っている。
　　　これから富山大学が取り組まなければならないクォーター制や、学生のグローバル化を推進
するような教育システムを先駆的に取り入れながら、富山大学の次のステップを切り開いてい
く学部である。皆さんから意見を頂きながらつくっていきたい。富山県には今まで土木工学系
の学部がなかったので、その要素を入れて、まさにシビルエンジニアリング（土木工学）を実
践する学部であってほしいと思う。
（中西委員）　生涯学習部門の事業には有料のものと無料のものがあるが、根本的な規則のようなも
のはあるのか。それから、TOYAMAキラリの図書館で学生を活用したイベントを行ったと
いう説明があったが、理学部のどういった学生が参加し、結果として学生にどういう利点があっ
たか。
（大学側：藤田）　有料の公開講座に関しては、公開講座規則がある。ただ、そもそも文部省時代に
公開講座が設置されているので、そのときに文部省で設定した金額が基本になっている。他大
学ではそれを崩している場合もあるが、本学の場合はそのまま残しながら、有料講座を動かし
ている。有料講座を動かすには、大学として責任があるので、各学部から委員を 2名選出して
公開講座専門委員会を開き、事業について全て諮って運用している。
　　　TOYAMAキラリのイベントに関しては、学芸員資格を取る学生のための講座に生涯学習
概論があり、学芸員資格を取るためには博物館教育論というプログラムを学ばなければならな
い。そうした学生たちに対し、社会教育施設や生涯学習についてきちんと授業で学んだ上で、
公募をかけている。「図書館でこういう活動があるが、やる人はいないか」という形で募集し、
提案してもらう。提案したものは私が目を通し、図書館司書と相談している。その上でゴーサ
インが出れば実施している。
　　　今回実施した学生は、理学部の学生 3名である。この 3名はいろいろなボランティア活動に
も参加している学生なので、とても慣れていた。それよりも一番素晴らしかったのが、「生き
もの探検隊」と称しているが、とにかく昆虫と生き物について知識が豊富な学生だった。だか
ら、どのような質問にも答える自信を本人たちは持っていた。それでも 3人は擦り合わせをし
ていて、やはり間違ったことは教えられないので、準備を十分整えて臨んでいた。
　　　その後、いろいろなものに参加することに関して意欲が豊富なので、「世界遺産登録人材育
成プロジェクト」にも参加している。可能な限りいろいろな知識を吸収できるし、自分たちに
何かできることがあったら活動していきたいということで、その後いろいろなところにアンテ
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ナを張っている。このうち 2人が大学院に進学を決めており、今後も機会があればいくらでも
出ていくと言っているので、何よりも前向きになれたことはプラスになったと思っている。こ
の学生たちが街へ出ると、参加した子どもたちから「虫のお兄ちゃん」と声を掛けられるそう
で、彼らも笑顔で接しているそうだ。今後、この経験を生かして、また次のステップに進んで
いけるように、私たちもサポートしていきたいと考えている。
（水野委員）　理学部・工学部系の受講者の方々は、やはり企業にお勤めの方が多いのか。セカンド
キャリアの方が多いのか。
（大学側：藤田）　セカンドキャリアの方もいるし、曜日と時間が参加しやすいので、企業の方もい
る。市民学習センターさんや県民生涯学習カレッジさんも同じだと思うが、午前か午後か、ど
の曜日かによって、働いている人が参加しやすいかどうかは変わってくる。ただ、セカンドキャ
リアの方たちは増えてきている。
（㔟藤委員）　ネットで遠隔地に授業をされるのは今回初めてである。それには金銭的、時間的、体
制的なハードルが随分あるのだろうか。
（大学側：森口）　これは、北陸地区の四つの国立大学が共同してシステムを運用することになって
いる。システム部分は北陸先端科学技術大学院大学や金沢大学でつくっていただいて、われわ
れはそれに乗っかる形で活用している。
（㔟藤委員）　幾つもというわけにはいかないということか。
（大学側：森口）　そうだが、非常に簡単な機材で発信できる。iPad を使うのだが、カメラも付い
ているので、授業としてもすぐに発信できる。こちらとしては、それほどコストをかけずに発
信できる。
（㔟藤委員）　サテライト講座でも大変面白い講座が予定されているが、そういうものは動画でアッ
プしておくことはできないか。
（大学側：森口）　将来的にはそういうことも考えてはいるが、どうしても著作権の問題がある。そ
こに来ていない人でも繰り返し見られる形になると、いろいろ問題等が発生する可能性がある
ため、現在はその場限りの発信ということで、あとは保存して見ることはできない形で授業を
することになっている。
（㔟藤委員）　大学や講演に慣れていなかったり、実際にどういう人か分からなかったりするので、
そういうものがあると呼び込みの材料にもなる。
（大学側：森口）　将来的には、そういう形ができればと思う。
（㔟藤委員）　1時間半全部だと大変重いが、要所を切り取って見せられるようになると、先生方が
随分身近になる感じがする。
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（大学側：森口）　KNBさんで先生方を紹介する 5分ぐらいの番組もある。
（水野委員）　「Tom’s…TV」を放送している。
（大学側：森口）　YouTube の方にもアップしているので、そちらの方も参考にしていただきたい。
（山﨑座長）　先ほど、最終的には全体として受講者が減っているという話があった。特に、公開講
座のアンケート結果を見ると、昨年もそうだが、60 代以上の方が意外に少ないと感じる。む
しろ、働きながらでも受講している方が非常に多いのではないかという気がしているが、開講
している曜日や時間帯は工夫しているか。
（大学側：仲嶺）　働いておられる方を考慮して、夕方以降の時間や土日曜に設定している。結果と
して 30 代以下は少ないが、40 ～ 50 代の方が結構たくさんいて、シニアばかりではないのが
現状である。
（大学側：藤田）　加えて、夜の時間帯は 6時半スタートと 7時スタートではやはり全く変わってく
る。仕事を終えてから軽く食事を取って受講する場合に、7時スタートにしてほしいという要
望があるので、五福の講座でも夜は大体 7時スタートに設定している。これに関しては、先生
方と随分協議しており、先生方には 6時半や 6時スタートの方がいいという声もあるが、なる
べく 7時スタートでお願いしている。
　　　内容についても、語学講座はやはり仕事に使いたいという要望もあるので、講座が終わった
後でも先生とコミュニケーションを取れるような形で設定している。そういうふうに個々の
ニーズにも合わせながら取り組んでいる。
（2）富山大学生涯学習の在り方についての評価と提言について
（中道委員）　われわれ市民大学でも、受講者が講師の先生の名前を見ながら受講手続きをする割合
が大きい。その中で、富山大学の先生方にも数多く来ていただいている。特に「富山の環境の
未来を学ぶ」という講座は、都市デザイン学部地球システム科学科の先生方 4人に新たにお願
いしている。「富山のまちのこれからを考える」という講座も富山大学の先生方を中心に、「生
活医学薬学を学ぶ」という講座も和漢医薬学総合研究所の先生にお願いしている。市民大学自
身が富山大学にお世話になっていることによって知識レベルがある程度確保されているので、
今後とも連携を強化したい。
　　　富山大学の公開講座の内容を多少変えるという話があったが、私たちは 40 年の歴史の中で
講座内容がほとんど変わっていないものが多い。その理由は、公共の団体が開いている講座と
して「ふるさと富山を学ぶ」という大きな目的があり、その伝統を守っていくためである。受
講者が多少減りつつあるという問題はあるが、私たちとしては民間ではできないことを提供し
ていくという義務的な側面があると思う。だから、富大でしかできないことがたくさんあると
思うので、長く継続していってほしい。
（中西委員）　私が所属する県生涯学習団体協議会では毎年 1回、年報のようなものを出している。
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私は巻頭言を書いているのだが、今回の表題を「アクティブ生涯学習」とした。要するに、文
科省の主導でアクティブラーニングという言葉があるので、それを借用した。県民カレッジと
私ども団体協議会は、平成 30 年度が 30 年の節目になる。そのため新しい姿を考えるタイミン
グではないかということを書いた。
　　　その大きなポイントは、話を聞いて楽しかった、ためになったで終わる生涯学習ではなく、
もっと上を目指す必要があるのではないかということである。学んだことを生かして、次は誰
かに教える立場になってみたり、講座そのものを企画したり、市民大学や県民カレッジ、大学
の生涯学習部門などと同じような役割を果たすような組織もできていいのではないか。今後、
受講する方々にもそういう意識を持たせるような講座内容であってほしい。私たち学ぶ側の姿
勢も含めて、そう思っている。
（水野委員）　「大学学」のような、大学とは何か、大学で学ぶとはどういうことか、知とは何かという、
講座全体の入門的なことを学ぶようなカリキュラムが一つあるといいのではないか。同じよう
に学んでいても、何かの目的のために学ぶという経済効率の中での教育が非常に普通になって
しまっている。そうではない価値を提言していくことが、本来の大学の世界ではないかと思う。
そういった学際的にいろいろな専門の方が出られる形のものが、生涯学習の目玉として何か一
つあったら面白いのではないかと思った。
　　　それから、ライトレールが南北につながると、岩瀬から 200 円でここまで来られる。これは
非常に大きい。それこそ地区に絞った新聞チラシ等を配れば、富山大学は遠いイメージだった
のが、ライトレール 1本で来ることができるという利便性を打ち出すことができる。新たな需
要開拓として、そういった試みもいいのではないかと思った。
（㔟藤委員）　中道センター長が言われたように、50 ～ 60 代の受講生が減りつつある。その要因と
して、70 代より上の世代は、奥さんもご主人も一緒に連れ立って通う時代が続いたのでカル
チャーは隆盛したが、団塊世代以降は人と群れることを過度に嫌うという分析がある。男性だ
けでなく、女性もそうである。「私にはオリジナルの知の追求の仕方がある」ということで、
まとまってどこかの学校へ通ったり、一緒に習い事をしたりすることが減ってきているのが全
国的な傾向である。
　　　ただ、50 代後半から 60 代は教養教育をしっかり受けており、大学の価値、知恵の価値を自
分なりに持っているので、ここまではまだ持つと思うが、世代が下ってくると教養的な学びも
なくなってくる。先日の新聞のアンケートでは、大学生の 50％以上が本を読まないという結
果が出ていた。講義の本は読んでいるだろうが、いわゆる文学には手が届いていない。それは
われわれにとって大変危機的なことで、新聞を読んでいる 20 ～ 30 代は壊滅的なぐらいに少な
い。ネットで情報を仕入れるが、そこにはフェイクニュースや政治思想的に偏った記事があり、
そこに大変な問題があると思っている。
　　　先ほど水野さんがおっしゃったような「大学とは」「知とは」という講座があって、本当に
そういう人が来るかどうか分からないが、そういう気構えというか、いろいろな講座の中で「知
とは何か」を意識した話に仕立てていってほしい。そして、各世代、それこそ若者世代、子育
て世代へいろいろな形でアプローチしていくことはとてもいいと思う。私たちもそうしようと
思っているが、なかなか届かない。即物的に現世利益が手に入るものでなければ飛びついてく
れないからだが、それでも何らかの形で繰り返していかなければならない。もし、そういう機
会があれば、折り込みチラシも利用していただきたい。サテライト講座を見ていると、キャッ
チーなものも用意されているので、こうしたところを入り口にして楽しみを伝えてほしい。
